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○
国
土
交
通
省
告
示
第
百
三
十
二
号

建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
三
十
七
条
第
二
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
建
築
物
の
基
礎
、
主

要
構
造
部
等
に
使
用
す
る
建
築
材
料
並
び
に
こ
れ
ら
の
建
築
材
料
が
適
合
す
べ
き
日
本
産
業
規
格
又
は
日
本
農
林
規
格

及
び
品
質
に
関
す
る
技
術
的
基
準
を
定
め
る
件
の
一
部
を
改
正
す
る
件
（
令
和
元
年
国
土
交
通
省
告
示
第
五
百
七
十
一

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
三
年
二
月
二
十
六
日

国
土
交
通
大
臣

赤
羽

一
嘉

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定

の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
、
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
そ
の
標
記
部
分
に
二
重
傍
線
を
付
し
た
規
定
で
改
正
前

欄
に
こ
れ
に
対
応
す
る
も
の
を
掲
げ
て
い
な
い
も
の
は
、
こ
れ
を
加
え
る
。
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改

正

後

改

正

前

附

則

附

則

（
経
過
措
置
）

（
経
過
措
置
）

第
三
条

平
成
十
二
年
建
設
省
告
示
第
千
四
百
四
十
六
号
第
一
第
九
号
に
掲
げ
る
免

第
三
条

平
成
十
二
年
建
設
省
告
示
第
千
四
百
四
十
六
号
第
一
第
九
号
に
掲
げ
る
免

震
材
料
（
出
荷
時
に
お
い
て
性
能
検
査
に
よ
り
個
々
の
製
品
の
性
能
を
確
認
し
て

震
材
料
（
出
荷
時
に
お
い
て
性
能
検
査
に
よ
り
個
々
の
製
品
の
性
能
を
確
認
し
て

い
る
も
の
に
限
る
。
以
下
単
に
「
免
震
材
料
」
と
い
う
。
）
の
う
ち
、
こ
の
告
示

い
る
も
の
に
限
る
。
以
下
同
じ
。
）
の
う
ち
、
こ
の
告
示
の
施
行
前
に
法
第
七
十

の
施
行
前
に
法
第
七
十
七
条
の
五
十
六
第
二
項
に
規
定
す
る
指
定
性
能
評
価
機
関

七
条
の
五
十
六
第
二
項
に
規
定
す
る
指
定
性
能
評
価
機
関
又
は
法
第
七
十
七
条
の

又
は
法
第
七
十
七
条
の
五
十
七
第
二
項
に
規
定
す
る
承
認
性
能
評
価
機
関
に
対
し

五
十
七
第
二
項
に
規
定
す
る
承
認
性
能
評
価
機
関
に
対
し
て
性
能
評
価
の
申
請
が

て
性
能
評
価
の
申
請
が
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
令
和
三
年
三
月
三
十
一
日
ま

さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
令
和
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
は
、
な
お
従
前

で
の
間
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

の
例
に
よ
る
。

２

（
略
）

２

（
略
）

（
経
過
措
置
の
特
例
）

第
四
条

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
（
病
原
体
が
ベ
ー
タ
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
属

（
新
設
）

の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
（
令
和
二
年
一
月
に
、
中
華
人
民
共
和
国
か
ら
世
界
保
健
機

関
に
対
し
て
、
人
に
伝
染
す
る
能
力
を
有
す
る
こ
と
が
新
た
に
報
告
さ
れ
た
も
の

に
限
る
。
）
で
あ
る
感
染
症
を
い
う
。
）
及
び
そ
の
ま
ん
延
防
止
の
た
め
の
措
置

の
影
響
を
受
け
た
工
場
等
に
お
い
て
製
造
さ
れ
る
免
震
材
料
に
つ
い
て
の
前
条
の

規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
一
項
中
「
三
月
三
十
一
日
」
と
あ
る
の
は
「

九
月
三
十
日
」
と
、
同
条
第
二
項
中
「
四
月
一
日
」
と
あ
る
の
は
「
十
月
一
日
」

と
す
る
。
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附

則

こ
の
告
示
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。


